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老 人

特 集

お
と
し
よ
り
の
生
活
を
豊
か
に

-
9
月
1
5
日
は
「
敬
老
の
日
」
-

平
均
寿
命
の
伸
び
に
と
も
な
い
老
人
人
口
が
増
加
し
、
「
高
齢
化
社
会
」
の
幕
あ
け
と
い
わ
れ
て
い
る

今
日
、
老
人
を
と
り
ま
く
多
く
の
問
晒
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
戦
後
の
扶
養
意
識
の
変
化
、
核

家
族
化
の
進
行
に
よ
っ
て
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
や
老
人
だ
け
の
世
帯
の
増
加
な
ど
に
示
さ
れ
る

よ
う

に
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
と
か
く
不
安
定
な
地
位
に
お
か
れ
る
老
人
に
対
す
る
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
区
内
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
三
万
名
近
く
お

ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
老
人
に
対
し
て
区
で
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
こ
う
じ
て
い
る
か
、
九
日
十
五
日

の
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、
目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

▽
寝
た
き
り
老
人
に
△

福
祉
手
当
を
支
給

心
身
の
機
能
の
低
下
が
著
し
い
、
い

わ
ゆ
る
「
寝
た
き
り
老
人

」
は
、
そ
の

生
醺
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
き
わ
め
て

不
遇
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
寝
た
き
り
老
人
」
の
精

神
的
ま
た
は
、
経
済
的
負
担
を
少
し
で

も
曜
減
す
る
た
め
に
、
区
で
は
都
と

】

体
と
な
っ
て

、
十
月
か
ら
福
祉
手
当
の

制
度
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
受
給
対
象
者

区
内
に
在
住
す
る
六
十
五
歳
以
上
の

方
で
、
次
の
事
項
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
。

①
い
わ
ゆ
る
「
寝
た
き
り
」
の
状
態

が
、
六
か
月
以
上
続
い
て
い
て
、

今
後
な
お
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ

る
万

②
所
得
税
ま
た
は
、
住
民
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
な
い
方
(
本
人
の
年
収
　
　

か
扶
養
家
族
の
い
な
い
場
合
、
お

お
り
ね
六
十
万
円
以
下
)

③
老
人
福
祉
法
に
よ
る
老
人
ホ
-
ム
　
　

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
救
護
施
設
　
　

な
ど
、
規
定
に
定
め
る
施
設
に
入
　
　

所
し
て
い
な
い
方
(
精
神
科
を
除
　
　

く
病
院
に
入
院
し
て
い
る
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
す
)

▽
手
当
の
額
と
実
施
時
期

①
月
額
三
千
円

②
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日

▽
請
求
先
と
提
出
S
類

①
区
役
所
老
人
助
成
係

②
老
人
福
祉
手
当
認
定
申
請
一
と
住

民
票
の
家
族
全
員
の
写
し

③
十
月
二
日
か
ら
叉
付

▽
ね
た
き
り
の
飼
査
と
認
定

請
求
の
あ
っ
た
と
き
、
ね
た
き
り
老

人
で
あ
る
こ
と
を
出
民
生
委
員
回
福

祉
事
務
所
の
職
貝
凶
医
師
の
い
ず
れ

か
が
調
査
し
て
、
ね
た
き
り
の
認
定

を
し
ま
す
。

▽
手
当
の
支
払
時
期

毎
年
四
月
、
(
月
、
十
二
月
の
三
期
　

に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
分
を
支
払

い
ま
す
。
た
だ
し
、
初
年
度
の
み
十

月
分
よ
り
十
二
月
分
を
一
月
に
、
一

月
分
よ
り
三
月
分
を
四
月
に
支
払
い

ま
す
。

■

無

料

入

浴

券

を

贈

り

ま

す

区
内
の
公
衆
浴
場
で
、
無
料
で
入
浴

で
き
る
『
敬
老
入
浴
券
』
を
、
敬
老
の

日
に
差
し
上
げ
ま
す
。

膺
七
十
五
歳
以
上
の
方
(
敬
老
金
の

受
給
該
当
者
)
と
生
后
保
護
世
帯
の
搆

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
(
お
こ
づ

か
い
の
受
給
該
当
者
)
に
、
敬
老
入
浴

劵
三
枚
を
、
民
生
委
員
が
、
敬
老
金
ま

た
は
、
お
こ
づ
か
い
と
い
っ
し
ょ
に
お

届
け
し
ま
す
。
こ
の
入
浴
券
の
利
用
で

き
る
期
間
は
、
九
月
十
五
日
か
ら
三
十

日
ま
で
で
す
。

な
お
、
浴
鳩
が
、
お
年
寄
り
の
社
交

の
場
と
も
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
風
呂
が
あ
る
方
も
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老
人
無
料
健
康
診
査
を

お
受
け
く
だ
さ
い

区
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
「
老
人
健
康
診
査
」
を
こ
と
し
も

九
月
一
日
か
ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
診
査
は
、
比
鮫
的
お
と
し

よ
り
に
多
い
、
か
く
れ
た
病
気
を
発
見

す
る
た
め
の
も
の
で

、
昨
年
も
、
七
千

百
六
人
の
方
が
こ
の
診
査
を
お
受
け
に

な
り
、
自
分
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
病

気
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
診
糞
を
う
け
て

く
だ

さ

い
。

な
お
、
畏
い
間
寝
た
き
り
で
お
医
者

さ
ん
に
い
け
な
い
方
に
は
、
医
師
が
お

伺
い
し
て
診
査
し
ま
す
か
ら
、
ご
希
望

の
方
は
、
近
く
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

□
軫
重
の
対
豪
に
な
る
方
・
・
・
足
立
区
に
　

住
ひ
膺
六
十
五
歳
以
上
の
方
(
明
冶

四
十
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
)

□
み
て
も
ら
う
と
こ
ろ
・
。
・
区
内
の
お
も
　

に
内
科
系
の
病
院
・
医
院
・
診
療
所
　

で
『
老
人
健
康
診
査
』
の
ポ
ス
タ
-
　

の
は
っ
て
あ
る
と
こ
ろ

□
み
て
も
ら
え
る
期
間
=
・
九
月
一
日
～
　

三
十
日
(
診
療
時
間
内
)

□
検
査
の
内
容

剛
一
般
診
査
・・・問
診
・
聴
打
診
・
尿

の
検
査
・
血
圧
測
定

叨
精
密
検
査
(
一
般
診
査
の
結
果
、

病
気
の
疑
い
の
あ
る
方
)
…
尿
の
検
　

査
・
便
の
検
査
・
血
液
の
検
査
(
眼

底
)
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
心

竜
図
検
査
・
冐
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
肝
機
能
検
査

□
み
て
も
ら
う
と
き
用
意
す
る
も
の
　

通
知
書
(
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
)
　

と
健
康
保
険
証

※
通
知
書
は
、該
当
者
あ
て
に
(
月
　

下
旬
に
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
届
か

な
い
方
ま
た
。
九
月
一
日
以
降
足
立

区
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
出
張
所
で

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
料
金…
い
っ
さ
い
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
保
健
衛
生

一
係
へ
ど
う
ぞ
。

■

老

人

福

祉

ベ

ル

を

取

り

付

け

ま

す

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
、
非

常
ベ
ル
を
取
り
付
け
ま
す
。
こ
れ
は
安

心
感
を
も
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
急

病
・
火
災
・
盗
難
な
ど
の
非
常
事
態
に

は
、
ペ
ル
を
鳴
ら
し
て
、
近
所
に
知
ら

せ
、
大
事
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ペ
ル
の
取
り
付
け
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の

方

で

す
。

申

込

み

は
、
区

役

所

援

護

係
か

、
お

近

く
の

民

生

委

員

が
う

け

た

ま

わ

っ
て

ぃ

ま

す
。

ご

近

所

の
万

へ

非

常

ベ

ル

は
、
ひ

と

り
暮

ら

し

の

お
年

寄
り

の

住

宅
の

外

壁

な

ど
に

取

り

付

け
て
、

近

所

の
方

が

す

ぐ
聞

き

つ

け

ら

れ
る

よ

う

に

な

っ
て

い

ま

す
。

ペ
ル

が

鳴

っ
た

ら
、

す

ぐ

に

か

け

つ
け

て

あ

け
て

く

だ

さ
い
。

■

老

人

無

料

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

期
日
・
場
所
　
九
月
十
二
日
(
火
)
…

千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
　
九
月
十
　

三
日
(
水
)
…
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
　

タ
-
　
九
月
十
六
日
(
土
)
…
中
部

区
民
福
祉
セ
ン
タ
-
　
九
月
十
七
日
　
　
(

日
)
…
西
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
(
昼
休
　

み

を
除

く
)

対

象
　

区

内

に
お

住

ま

い
の

六
十

歳

以

上

の

方

費
用
　
無
料
(
各
自
手
ぬ
ぐ
ぃ
を
持
参
)

きようは防災訓練の日です
〈午町9時30分～正午〉

A地区-荒川河川敷・千住新橋
グランド

B地区-荒川鹿浜橋下流南岸・
東京都緑地

C地区-竹の塚第六公園( 第16
出張所南側)

老人の医療費助成制度
配偶者と扶養義務者の所得制限廃止

70歳になったらもれなく請求を! !

こ
の
制
度
は
、

都
が
医
療
費
の
一

都
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
老
人

保
健
の
向
上
と
老

人
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
、
昭

和
四
十
四
年
十
一

月
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
昭

・
和
四
十
七
年
七
月

一
日
よ
り
助
成
範

囲
の
拡
大
な
ど
の

改
正
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
助
成
を
受
け
ら

れ
る
方

区
内
に
住
む
七
十
歳
以
上
(
日
常
生

活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
障
害
の

あ
る
場
合
は
六
十
五
歳
以
上
)
の
方

で
、
岡
民
健
康
保
険
ま
た
は
健
康
保

険
な
ど
各
種
社
会
保
険
の
被
保
険
者

と
そ
の
被
扶
養
者
で
、
住
民
税
ま
た

は
、所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
　

方
で
す
。(
扶
養
家
族
の
な
い
場
合
、

お
お
む
ね
年
収
が
六
十
万
円
以
下
)
　

(
注
)
1
所
得
制
隕
は
本
人
所
得
制
　
　
　

限
だ
け
残
し
、
配
偶
者
、
扶
養

磯
務
者
所
得
制
限
は
廃
止
し
ま

し
た
。

2
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を

受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▽
助
成
す
る
医
療
費
の
範
囲

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
、
健
康
保
険

な
ど
の
『
保
険
証
』
を
使
っ
て
、
病

院
・
診
療
所
・
薬
局
な
ど
で
、
診
療

を
受
け
た
り
、薬
を
も
ら
っ
た
と
き
、

そ
の
窓
口
で
支
払
う
は
ず
の
自
己
負

担
分

(
注
)
保
険
の
き
か
な
い
分
に
つ
い
　
　
　

て
は
自
5
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
助
成
の
方
法

助
成
を
受
け
る
賢
格
の
あ
る
方
で
。

ま
だ
『
老
人
医
療
証
』
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
印
か
ん
持
参
の
う
え
、

お
申
出
て
く
だ
さ
い
。

(
注
)
1
こ
の
「老
人
医
療
証
」と
　
　
　
　

「
保
険
証
」
を
い
っ
し
″
に
、

都
が
契
約
し
て
い
る
病
院
、診
療
所

な
ど
に
提
示
す
れ
ば
、
無

料
で
受
診
で
き
ま
す
。

2
付
添
看
護
料
、
移
送
費
、

コ
ル
セ
ッ
ト
代
金
な
ど
保
険
で
　
　
　

あ
と
払
い
(
療
養
費
払
い
)
に
　
　
　

な
る
と
き
は
、
い
っ
た
ん
お
金

を
支
払
い
、
あ
と
で
申
請
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

申
請
と
間
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
老

人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

敬
老
週
間
を
中
心
と
し
た

-
行
事
・
事
業
-

《
行

事
》

■
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会

十
月
七
日
(
土
)
午
前
十
時
か
ら

足
立
区
文
化
会
館

区
内
老
人
ク
ラ

ブ
が
参
加
し
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
競
い
ま
す
。
一
般
の
お
年
寄
り
の

入
場
は
自
由
で
す
。

■
敬
老
慰
安
大
会
十
月
二
十
一
日
　
(

土
)

午
後
一
時
、
足
立
文
化
会

館
喜
寿
を
迎
え

た
方
(
満
七
十

歳
)
を
招
待
し
ま

す
。

■
敬
老
遊
覧
九
月
二
十
九
日
(
金
)

加
須
市
む
さ
し
の
村
で
、
一
日
を
楽

し
く
す
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参

加
者
は
、
出
張
所
か
、
町
会
な
ど
を

通
じ
て
す
い
せ
ん
し
ま
す
。

■
映
画
館
の
割
引
九
月
十
五
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
が
、
医
療
証
な
ど
年
齢
の
わ
か

る
も
の
を
示
せ
ば
、
都
内
の
映
画
館

で
半
額
ま
た
は
、
小
人
料
金
で
、
映

画
が
み
ら
れ
ま
す
。

■
動
物
園
・
都
立
公
園
無
料
公
開

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
が
、
年
齢
の
わ

か
る
も
の
を
提
示
す
れ
ば
、
上
野
動

物
園
な
ど
の
都
立
公
園
に
、
無
料
で

入
場
で
き
ま
す
。

■
百
歳
訪
問
九
月
十
四
日
(
木
)

百
歳
以
上
の
方
を
、
知
事
、
民
生
局

長
な
ど
が
訪
問
し
て
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

《
事

業
》

■
敬
老
金
の
贈
呈

満
七
十
五
歳
以

上
の
方
に
、
敵
老
の
日
に
、
敬
老
金

五
千
円
を
贈
呈
し
ま
す
。
民
生
委
員

が
お
届
け
し
ま
す
。

」
お
こ
づ
か
い
の
贈
呈

生
活
保
護

世
帯
の
痍
七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の

方
に
、
敬
老
の
日
に
、
お
こ
づ
か
い

三
千
円
を
贈
呈
し
ま
す
。
民
生
委
員

が
お
届
け
し
ま
す
。

■
敬
老
パ
ッ
チ
の
贈
呈
崗
七
十
五

歳
に
な
っ
た
方
に
敬
老
バ
ッ
チ
を
贈

り
ま
す
。
動
物
園
・
都
立
公
園
の
入

場
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
民
生
委
員

が
、
敬
老
の
日
に
お
届
け
し
ま
す
。

■
高
齢
者
配
念
品

の
贈
呈

膺
九
十

歳
以
上
の
方
に
、

長
寿
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。
敬
老
の
日
前
後
に
お
届
け

し
ま
す
。

■
白
舜
以
上
の
高
齢
者
配
念
品
の
贈

呈

潸
九
十
九
歳
以
上
の
方
に
、
足

立
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

■
S

弄
の
祝

貭
七
十
七
歳
の
方

に
、
敬
老
慰
安
大
会
の
席
で
、
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

図書館・区民福祉センタ-だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
六
〇
苙
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
生
花
教
寅
罟
流
〉九
月
(
日
(
金
)
午
前
十
時

材
料
費
二
百
円
は
さ
み
・
雑
巾
持
参
紬
嬲
歓
童
九
月
九
日
(

土
)
午
後
一
時
三
十
分
音
楽
教
室
《
コ
-
ラ
ス
〉九
月
九
日
(
土
)

午
後
三
時
三
十
分
手
芸
教
宣
{
創
作
紙
人
形
〉九
月
十
四
日
(
木
)

午
後
一
時
材
料
費
五
百
円
文
学
慾
皿
〈日
本
古
典
文
学
の
系
蹐

・
狂
歌
と
川
想
九
月
二
十
一
日
采
)
午
後
一
時
三
十
分
棊
遭

教
室
{
茶
席
の
作
法
}
九
月
二
十
二
日
(
金
)
午
前
十
時

回
オ
ル
ガ
ン
教
室
募
笑
期
間
…
十
月～
三
月
小
学
生
以
上

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　

八
八
九
-
一
四
八
四

■
し
お
り
人
形
作
り
九
月
十
二
日
(
火
)
午
後
一
時
定
員
二
十

名

区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

費
用
無
料

■
老
人
の
ど
自
慢
・
か
く
し
芸
大
会
九
月
九
日
(
土
)
午
後
一
時

申
込
み
は
、
セ
ン
タ
-
事
務
室
一
人
一
回
出
演
者
に
粗
品
呈
上

」
■
児
重
に
よ
る
敬
老
大
会
九
月
十
日
(
日
)
午
後
一
時

■
老
人
将
棋
大
会
九
月
十
四
日
(
木
)
午
前
十
時
定
員
四
十
名

区
内
在
住
六
'
十
歳
以
上
の
方
受
付
け
は
、
九
月
五
貝
火
)
か
ら
、

セ
ン
タ
-
事
務
室
へ
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

鹿
眤
二
丁
目
二
四
-
二
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
老
人
と
子
ど
も
の
交
換
会
九
月
十
七
日
(
日
)
午
後
二
時
楽

器
演
奏
・
わ
ら
べ
う
た
・
歌
・
映
画
な
ど

■
子
ど
も
映
画
会
九
月
十
日
(
日
)
…
「消
え
た
リ
ス
ほ
か

十
七
日
(
日
)
…
「チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
バ
ン
バ
ン
」ほ
か
二
十
四
日
　
(

日
)
…
「注
射
を
こ
わ
が
る
カ
バ
さ
ん
」ほ
か
十
月
一
日
(
日
)
…

「
あ
ぶ
な
い
道
」
ほ
か

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

千
住
元
町
二
四
-
一
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
踊
り
教
室
　
九
月
十
三
日
(
水
)
・
二
十
日
(
水
)
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前
十
時
三
十
分

■
民
謡
教
室
　
九
月
十
四
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

各
教
霞
と
も
費
用
無
料

区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

■
老
人
の
た
め
の
映
画
会
九
月
六
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
…

「
わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
・
「
東
北
周
遊
券
の
旅
」

■
子
ど
も
映
画
会
九
月
十
日
(
日
)
…
「ど
ち
ら
が
え
ら
い
」ほ

か
　
十
七
日
(
日
)
…
『
ぼ
く
の
犬
キ
ン
グ
』
ほ
か
時
間
は
、い

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

□
中
央
図
書
館

▽
映
画
会
九
月
十
日
(
日
)
…

ラ
イ
オ
ン
物
語
(
後
編
)
　
十
七

日
(
日
)
…
金
の
が
ち
ょ
う
(
前

編
)
い
ず
れ
も
午
前
十
一
時
か
ら

▽
レ
コ
-
ド
コ
ン
サ
-
ト
九
月

十
日
(
日
)
…
「ベ
-
ト
-
ヴ
ェ
ン

ビ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
「短
調
」

十
七
日
(
日
)
…
ロ
ッ
ク
「ペ
イ

ン
-
イ
ン
-
マ
イ
-
「I
ト
」ほ

か

い
ず
れ
も
正
午
か
ら

□

千
住
図
書
館

▽
映
画
会
　
九
月
十
日
(
日
)
・

十
七
日
(
日
)
午
前
九
時
三
十
分

□

宮

城

図

書

館

▽
映
画
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)

午
後
二
時
…
つ
ぶ
つ
ぶ
法
師
ほ
か

□

新
田
図
書
館

▽
映
画
会
　
九
月
十
六
日
(
土
)

午
後
二
時
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家
庭

働
い
て
い
る
お
年
寄
り

そ
の
喜
び
を
語
る
　
-
ル
ポ
-

六
十
斌
以
上
の
人
口
は
今
後
二
十

年
の
間
に
約
二
俯
と
な
り
、
全
人
口

に
占
め
る
割
合
も
二
〇
%

を
越
し

て
、
日
本
は
「
高
齢
岡
」
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
健
康
で
仕

事
に
つ
く
こ
と
を
希
望
す
る
高
齢
者

も
増
え
て
い
ま
す
。
就
労
希
望
者
が

多
い
理
由
と
し
て
は
。
五
十
五
歳
定

年
制
の
企
業
が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
勳

け
る
う
ち
に
職
を
離
れ
る
人
が
多
い

こ
と
、
核
家
族
化
が
さ
ら
に
進
み
高

齢
者
世
帯
が
独
立
し
て
生
計
を
立
て

て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
、

年
金
支
給
額
が
低
く
生
活
賢
を
カ
バ

ー
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
方
、
企
業
に
と
っ
て

ぷ

の
鈩

と
い
わ
れ
る
若
年
労
働
者
が
年
々
域

少
し
。
同
時
に

差
一

串
の
低
歹

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
今
後
さ
ら
に
強
ま
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
安
定
し
た
労
働
力

を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
て
い
く

か
と
い
・つ
こ
と
が
、
企
業
発
艮
の
課

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で

は
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
と
す
る
仕
事
に
つ
き
、
求

人
・
求
職
の
受
付
け
と
紹
介
、
牌
旋

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
、
「
仕
事

に
励
み
健
康
と
生
活
の
「
リ
を
保
ち

た
い
」
「
ま
だ
ま
だ
生
計
の
中
心
者

と
し
て
頑
張
ら
な
く
て
は
」
と
い
う

健
康
な
方
々
が
多
数
、
職
を
求
め
て

登
録
を
申
込
ん
で
い
ま
す
。
企
業
か

ら
の
求
人

申
込
み
も
高
齢
者
に
む

く
、
経
理
、
一
般
事
務
。
鰹
作
業
、

清
掃
、
雑
役
、
宿
直
・
警
備
。
家
事

手
伝
・
留
守
番
な
ど
が
あ
り
職
種
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

○
働
い
て
い
る
方
の
声

昨
年
度
、足
立
区
内
に
は
四
十
名

の
高
齢
者
が
就
職
し
ま
し
た
が
、本

木
五
丁
目
の
N
家
具
装
飾
金
具
製
作

所
で
、工
員
蒙
軽
作
業
員
と
し
て
働

く
S
さ
ん
(
七
十
一
歳
、本
木
二
丁

目
)
、K
さ
ん
(
六
十
(
歳
、中
央

本
町
)
は
と
も
に
自
転
車
通
勤
。S

さ
ん
は
工
員
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

が
。「
通
勤
が
近
く
て
助
か
り
ま
す
。

就
業
を
三
十
分
遅
く
し
て
も
ら
い
、

残
業
を
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
続
い

て
い
ま
す
。
重
い
も
の
は
蚊
回
に
分

け
て
運
ぶ
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の

で
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ボ
ー
ル
盤

の
扱
い
方
も
教
え
て
も
ら
い

ま
し

た
。
社
長
や
若
い
先
輩
が
親
切
に
し

て
く
れ
る
の
で

。
健
康
な
限
り
働
き

た
い
。
家
内
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す

が
、
自
分
の
収
入
で
や
る
晩
酌
は
味

が
ま
た
格
別
で
す
ネ
」
と
就
戦
の
よ

ろ
こ
ぴ
を
話
し
て
い
ま
す
。
同
製
作

所
の
N
社
長
は
「
当
社
は
通
助
の
便

が
悪
い
た
め
か
若
年
の
定
一

率
が
低

く
。
多
く
を
下
翻
に
出
し
て
き
ま
し

た
が
、
昨
今
は
交
通
渋
滞
も
激
し
く

材
料
運
搬
や
製
品

回
収
も
大
変
で

す
。人
手
を
そ
ろ
え
、工
場
股
備
を
生

か
そ
う
と
思
い
紹
介
所
へ
高
齢
者
の

斡
旋
を
申
込
み
ま
し
た
。
紹
介
さ
れ

た
の
は
経
験
の
な
い
方
で
し
た
が
。

今
で
は
仕
事
を
マ
ス
タ
ー
し
活
躍
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
人
手
が
そ
ろ

っ
た
の
で
生
産
性
も
上
っ
て

い
ま

す
。高
齢
者
は
健
康
で
さ
え
あ
れ
ば
、

定
着
性
も
よ
い
し
今
後
も
採
用
を
続

け
た
い
。
た
だ
し
、
仕
事
を
寛
え
て

も
ら
う
に
は
多
少
時
間
を
か
け
ま
せ

ん
と
ね
え
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
木
一
丁
目
の
F

ベ
ニ
ヤ

製
作
所
で
経
理
、
計
算
事
務
に
つ
い

て
い
る
M
さ
ん
(
七
十
歳
、青
井
町
)

は
。劇
場
動
務
四
十
七
年
、竜
設
会

社
事
務
貝
五
年
を
経
て
の
再
々
就

職
。
「前
の
会
社
は
片
息
二
時
間
も

か
か
り
、疲
労
の
た
め
電
車
内
で
倒

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。経
理
や

計
算
の
経
験
は
と
く
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、社
畏
さ
ん
直
々
の
指
導

で
半
年
位
で
仕
事
に
自
億
か
も
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。も
っ
と
勉
強

し
て
、経
理
の
技
能
者
と
い
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。同
社
々
長
の
F
さ
ん
は
「高
齢

者
の
方
は
、仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
が
若

い
人
と
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。し
か
し
、責
任
感
が
強
く

仕
事
を
コ
ン
ユ
タ
ン
ト
に
、正
確
に

処
理
で
き
ま
す
。健
康
に
注
意
し
な

が
ら
、仕
事
を
通
じ
て
心
に
「リ
を

持
て
ば
、七
十
五
歳
位
ま
で
は
現
役

と
し
て
大
て
い
の
こ
と
は
で
き
そ
う

で
す
ネ
」と
高
齢
者
雇
用
の
感
想
を

語
っ
て
い
ま
す
。(
写
真
は
元
気
に

勳
く
高
齢
就
職
者
)

墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
　

墨
田
区
向
鳥
三
-
三
六
-
七
【墨
田

区
民
会
館
】階
)
啻
六
二
五
-
七
六

六
(
(
代
)

出
張
相
談
　
毎
月
第
四
火
曜
日
、

十
時
ヱ
二
時
(
区
役
所
区
民
相
談
室
)

足
立

の

史

話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
1
)

―
掃
部
宿
そ
の
一
―

勝
山
準
四
郎

河
原
町
か
ら
北
に
進
ん
で
土
手
を
越
え
れ
ば
掃

都
(
か
も
ん
)
宿
で
あ
る
。石
出
掃
結
介
吉
胤
が

闘
発
し
た
土
地
な
の
で
、
そ
の
名
を
と
っ
て
地
名

と
し
た
。

土
手
も
ま
た
、吉
胤
が
築
い
た
の
で
掃
結
堤
と

呼
ば
れ
て
い
た
。千
住
桜
木
町
地
先
の
旧
ロ
ー
タ

リ
ー
付
近
か
ら
東
武
牛
田
駅
手
前
の
踏
切
ま
で
の

約
ニ
キ
ロ
に
わ
た
る
区
間
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
と

も
と
、
荒
川
の
堤
は
天
正
年
間
に
築
か
れ
た
熊
谷

土
手
(
現
区
役
所
前
通
り
)
で
あ
っ
た
が
、
掃
結

堤
は
そ
の
外
側
へ
、
だ
円
形
に
張
り
出
し
た
形
で

現
在
の
干
拓
地
造
成
の
手
法
を
と
っ
た
も
の
で
あ

る
。
今
こ
の
通
り
を
歩
い
て
み
て
も
、
ど
こ
に
も
、

か
っ
て
の
土
手
の
面
影
を
残
す
と
こ
ろ
は
な
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
補
助
一
一
九
号
線
と
な
っ
て
。

本
区
と
江
東
地
区
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
り
、
車

の
列
の
絶
え
る
間
も
な
い
大
通
り
に
な
っ
た
の
だ

か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
放
水
路
(
現

荒
川
)
が
出
来
る
ま
で
の
千
住
'
子
に
と
っ
て
は
、

土
手
と
言
え
ば
こ
の
通
り
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
今
の
千
寿
第
二
小
学
校
が
『
土
手
の
学
校
』

で
通
っ
て
い
た
の
も
そ
の
せ
い
で
あ
る
。
も
っ
と

も
そ
の
頃
土
地
の
人
は
学
校
名
を
正
式
に
は
呼
ば

な
い
で
、
一
丁
目
学
校
(
千
寿
小
)
三
丁
目
学
校
　
(

千
寿
第
一
小
)
と
愛
称
し
て
い
た
。
さ
て
、
こ
の

土
手
に
は
、
今
の
西
新
井
橋
近
く
か
ら
緑
町
辺
に

か
け
て
西
側
に
桜
並
木
が
あ
っ
た
の
で
桜
土
手
と

も
呼
ば
れ
(
注
桜
木
町
の
町
名
は
こ
こ
か
ら
侖

名
)
、
春
の
花
見
か
ら
夏
の
涼
み
秋
の
月
見
と
町

民
に
は
な
じ
み
深
い
土
手
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
外
見
も
古
胤
が
集
い
た
当
時
の
高

さ
は
一
丈
三
尺
(
約
四
M
)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
か
さ
上
げ
工
事
で
さ
ら
に
高
く
な
り
、

そ
の
斜
面
に
は
篠
竹
や
暮
草
が
生
い
茂
り
、
内
側

に
は
土
手
よ
り
も
低
い
家
並
が
立
並
ぴ
、
堤
外
の

河
原
町
の
町
外
れ
に
は
、
土
手
下
ま
で
芦
が
繁
茂

し
。
よ
し
き
り
の
鳴
き
声
が
か
ん
高
く
ひ
ぴ
い
て

土
手
ら
し
い
風
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
土
手
も
放
水

路
か
完
成
し
、
荒
川
の
は
ん
ら
ん
が
予
防
さ
れ
た

の
で
水
除
堤
の
役
割
を
果
し
終
わ
り
、
昭
和
六
年

頃
か
ら
約
一
M
程
高
さ
を
け
ず
り
取
り
、
そ
の
土

で
両
側
を
埋
め
て
道
幅
を
広
く
し
今
日
の
道
路
に

変
身
し
、
そ
の
時
に
桜
並
木
も
姿
を
消
し
た
の
で

あ
る
。

さ
て
、
こ
の
掃
部
宿
の
闘
拓
者
石
出
掃
鞘
介
吉

胤
は
、
下
総
国
香
取
郡
石
出
郷
の
豪
族
千
葉
氏
の
　

一
族
の
出
で
、
千
葉
日
向
守
幸
覘
の
長
子
に
当
り
、

幼
名
を
徳
太
郎
。
後
に
石
出
を
姓
と
し
て
小
田
原

北
條
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
。
そ
の
没
落
後
わ
が
家

臣
源
七
郎
を
頼
り
、
遠
州
榛
原
郡
関
川
沢
矚
村
に

移
り
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
文
禄
元
年
二
月
　
(

一
五
九
二
)
一
族
と
と
も
に
当
区
本
木
村
吉
祥

院
に
身
を
寄
せ
た
と
い
う
。
当
時
の
吉
祥
院
住
職

覚
原
法
印
が
吉
胤
の
舎
弟
で
あ
っ
た
。
翌
年
か
ら

開
始
さ
れ
た
千
住
大
橋
架
橋
工
事
に
は
伊
奈
備
前

守
を
助
け
て
功
が
あ
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
慶
長

三
年
(
一
五
九
八
)
千
住
に
移
っ
て
新
田
開
発
に
当

り
、
そ
れ
か
ら
十
九
年
後
前
記
擔
都
堤
を
築
い
た

の
で
あ
る
。
即
ち
元
和
二
年
(
一
六
一
六
)
四
月
幕

府
の
肝
可
を
得
て
着
工
、
翌
三
年
の
五
月
完
成
、

一
年
余
り
の
大
工
事
で
あ
っ
た
。
(
つ
づ
く
)

石 出 郷 部 介

シンナー・接着剤等の
関係法令を一部改正

シ
ン
ナ
ー
・
接

着
剤
等
の
乱
用

は
、
青
少
年
の
心

身
を
む
し
ば
み
。

精
神
障
書
や
て
ん

か
ん
を
お
こ
す
こ

と
に
も
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
シ

ン
ナ
ー
・
接
着
剤

等
の
乱
用
を
防
ぐ

た
め
、(
月
一
日

か
ら
関
係
法
令
　
(

毒
物
及
ぴ
劇
物

取
締
法
)
が
一
都

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
要
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

□
乱
用
す
る
と
…
…

政
令
で
定
め
ら
れ
た
シ
ン
ナ
ー
・
接

着
剤
を
み
だ
り
に
摂
取
・
吸
入
す
る

と
三
万
円
以
下
の
罰
金

□
所
持
し
て
い
る
と
…
…

摂
取
、
ま
た
は
吸
入
の
目
的
で
所
持

し
た
楊
合
は
三
万
円
以
下
の
罰
金

□
販
売
す
る
と
…
…

乱
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
販
売
し
た

り
、
授
与
し
た
場
合
は
二
年
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金

お
願
い

○
各
家
庭
や
事
業
所
で
、
シ
ン
ナ
ー
・

接
着
剤
乱
用
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
乱
用
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た

ら
一
一
○
番
に
連
絡
を
。

○
シ
ン
ナ
ー
・
接
一

剤
等
の
販
売
店
で

は
、
法
令
の
改
正
点
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
・
接
一

剤
乱
用
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都
住
入
居
者

募
集
中

-
困
窮
者
入
居
登
録
制
度
-

申
込
み
用
紙
交
付
期
間
　
九
月
四
日
～

九
日
　
土
曜
日
は
午
前
中

申
込
み
用
紙
交
付
場
所
　
区
役
所
一
階
　

区
民
都
管
理
課
・
区
役
所
第
二
庁
舎
　
(

栂
鳥
)
・
各
出
張
所

申
込
み
資
格
　
収
入
か
特
別
低
所
得
基

準
内
で
あ
る
こ
と
。
都
内
に
引
き
続

き
、
五
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

※
婚
約
者
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の

確
認
を

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、九
月
一

日
現
在
で
次
の
方
が
た
を
新
た
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

○
本
区
に
昭
和
四
十
六
年
六
月
二
日
以

降
転
入
し
た
方
で
、
九
月
一
日
現
在
引

き
続
き
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
方

○
昭
和
二
十
六
月
九
月
三
日
か
ら
二
十

七
年
九
月
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、九
月
一
日
現
在
引
き
続
き
三
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
方
(
新
有
権
者
)
　

な
お
、
登
録
対
象
者
は
本
区
に
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と
が
心
要
で
す
。

期
間
-
九
月
十
一
日
～
十
五
日

時
間
-
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

場
所
-
区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区
役
　

所
三
階
)
ま
た
は
、区
役
所
の
出
張
　

所
(
た
だ
し
出
張
所
は
十
四
日
ま

で
)

第
2
5回足
立
区
民
体
育
大
会

秋

季

競

技

大

会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
や
っ
て
来
ま
す
。

区
で
は
、
次
の
要
領
で
区
民
体
育
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
参
加
賢
格
　
足
立
区
内
に
、
在
住
・

在
動
・
在
学
の
方

▽
競
技
種
目
=
実
施
月
日
=
場
所
=
(

申
込
み
締
切
日
)

▼
陸
上
-
1
0
月
1
0
日
-
北
干
住
公
園
陸

上
競
技
場
人
1
0
月
2
日
)
▼
柔
道
-
1
0

月
8
日
-
正
和
自
動
車
柔
道
場
-
(
9

月
2
0
日
)
▼
卓
球
=
1
0
月
2
9
日
-
足
立

区
体
育
館
人
1
0
月
2
1
日
)
▼
庭
球
-
1
0

月
8
日
-
北
千
住
公
園
庭
球
場
-
(
9

月
3
0
日
)
▼
相
撲
=
1
0
月
1
日
-
北
千

住
公
間
相
撲
場
=
(
9
月
3
0
&
)
▼
弓

遭
-
1
0
月
1
日
-
北
千
住
公
間
弓
道
場
-
(

9
月
3
0
日
)
▼
エ
ア
圭
フ
ィ
フ
ル
-

1
0
月
1
日
-
竹
の
塚
文
化
セ
ン
タ
ー

ー
(
9
月
3
0
日
)
▼
ク
レ
ー
討
撃
1
9

月
2
4
日
0
埼
玉
県
百
穴
射
撃
場
I
(
9

月
2
3
日
)
▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー
1
0
月
8

日
-
足
立
区
体
育
館
人
9
月
3
0
日
)
▼

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
1
0
月
1
日
ほ
か
I
梅

鳥
小
学
校
体
冐
館
ほ
か
(
9
月
1
5
日
)
▼

剣
道
-
1
0
月
8
日
一
千
寿
小
学
校
体
育

館
-
(
9
月
2
3
日
)
y
バ
ユ
ケ
'
ト
ボ
ー

ル
ー
9
月
2
4
日
か
ら
足
立
区
体
育
館
ほ

か
=
(
9
月
7
日
)
▼
サ
ッ
カ
ー
=
1
0

月
1
日
か
ら
L
花
畑
土
地
区
画
整
理
組

合
グ
ラ
ン
ド
ー
(
9
月
1
6
日
)
▼
な
き

な
た
1
1
0
月
1
日
一
千
寿
小
学
校
体
青

館
-
(
9
月
3
0
日
)
▼
空
手
道
-
1
0
月

1
5
日
L
末
定
-
(
9
月
1
5
日
)
▼
山
岳
-

栃
木
県
那
須
高
原
朝
日
岳
-
(
1
0
月

1
5
日
)
▼
釣
魚
1
1
0
月
1
日
L
茨
城
県

常
陸
川
-
(
9
月
2
0
日
)

▼
総
合
開
会
式
-
1
0
月
1
日
=
足
立

区
体
育
館

申
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
各
競
技
団

体
か
区
教
育
委
貝
会
体
育
課
ま
で
。

消
費
者
教
室

日
時
　
九
月
五
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

内
容
　
『
ゴ
ミ
公
害
と
消
費
者
』

講
師
　
助
川
僮
彦
氏
(
経
済
評
論
　
　

家
)

《
入

場

無

料
》

〝区
制
四
十
周
年
記
念
〟

お
年
寄
り
の
施
設
見
学
会

区
政
四
十
周
年
を
記
念
し
て

。
区

内
に
お
住
い
の
お
年
寄
り
を
対
象
に

次
の
と
お
り
区
内
史
蹟
を
中
心
に
施

設
見
学
を
行
な
い
ま
す
。

見
学
を
ご
希
望
の
万
は
、
次
に
よ

り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
参
加
資
格
　
区
内
在
住
で
年
齢

膺
六
十
歳
以
上
の
方

二
、日
時
　
九
月
二
十
七
日
(
水
)
・
　

九
月
二
十
(
日
(
木
)
午
前
九
時
　

三
十
分
ま
で
に
区
役
所
前
集
合
　

午
後
三
時
三
十
分
解
敵
予
定

三
、見
学
コー
ス
　
梅
田
排
水
場
-

西
部
セ
ン
タ
ー
-
白
幢
塚
-
東
岳

寺
(
広
竈
の
羞
)
東
陽
寺
(
塩
原
　

太
助
の
羞
)
-
易
行
院
(
助
六
の
　

羞
)
1
中
央
図
書
館
-
西
新
井
大

師
-
竹
の
塚
駅
(
解
散
)

四

、
定
員
　
一
日
二
十
名

合
計
四

十
名

五
、申
込
み
方
法
　
左
記
あ
て
に
直

接
か
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

満
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

区
役
所
広
報
課
広
聴
担
当

六
、参
加
費
は
無
料
で
す
。

今からでもお得です

住民税( 普通徴収分) の前納報奨金

みなさんは、住民税( 特別区民税・都民税個人
分) を前納すれぱ、報奨金が交付されることをご
存知ですか。前期報奨金とは、納期前納付に対す

る金利に相当するもので、銀行預金の利子よりも
有利です。ただし、ほかに未納の区税がある場合

および、報奨金が30円未満の場合は、交付の対象1
巴はなりません。
最も有利になるのは、第1 期分の納期である6
月に、第4 期分まで全額納めることですが、今か

らでもまだおそくはありません。
報奨金の計算方法は、次のとおりです。
税額× 1%× ( 納期前の月数)
ここで「納期前の月数」とは、納期の始期の前
日までの月数をいい、月数に1 か月未満の端数が
生じた場合には、14日以下では切り捨て、15日以
上は1 か月として計算します。
普通預金利子は年2%の割合で支払われるのに
対し。報奨金は年12%( 月1%を年に換算) です
し、また逆に滞納しますと、年14. 6%( はじめの
1ヵ月は年7. 3%) の割合で徴収されますから、
納付時期のおそい早いではたいへんな損得を生じ

ます。
滞納して延滞金を納めるよりは、前納して報奨

金を受けとりましょう。
お問い合わせは区役所納税課へどうぞ。

掲
示
板

■

十

六

ミ

リ

映

写

機

技

術

講

習

会
　

区
敏
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
、
十
六
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技
術

講
習
会
を
開
き
ま
す
。修
了
の
方
は
、

区
・
都
の
フ
イ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

日
時
　
九
月
十
二
日
～
十
四
日
・
十

九
日
～
二
十
一
日
　
午
後
六
時
～
八

時
三
十
分

場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
線
大
師
前

駅
下
車
)

定
員
　
五
十
名
(
申
込
み
順
)

受
講
賢
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
み
方
法
　
区
教
青
委
貝
会
文
化

係
(
和
光
ビ
ル
内
)
へ
直
接
か
電

話
で

受
付
け
　
九
月
六
日
か
ら
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り

■

区

民

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

講

習

会

日
時
　
九
月
二
十
六
日
(
火
)
・
二

十
八
日
(
木
)
～
二
十
九
日
(
金
)
　

午
後
六
時
三
十
分
?
(
時
三
十
　

分
講
師
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
揩

導
員

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
(
商
校
生
以
上
)

場
所
　
区
体
育
館
(
東
武
線
梅
島
駅

下
車
徒
歩
十
分
)

定
員
　
百
三
十
名
(
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
み
方
法
　
九
月
五
日
(
火
)
か

ら
、直
接
ま
た
は
(
ガ
キ
で
区
教

育
委
員
会
体
育
振
興
係
(
〒
匸
一

○
足
立
区
千
住
仲
町
五
(
番

地
)
へ

く
わ
し
く
は
、
区
教
育
委
員
会
体

振
育
興
係
へ
ど
う
ぞ
。

■

ろ

う

あ

者

向

け

巡

回

映

画

会
　

都
映
画
協
会
で
は
。
ろ
う
あ
者
向

け
巡
回
映
画
会
を
次
の
よ
う
に
行
な

い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
-
九
月
十
四
日
(
木
)
午
後
六

時
場
所
-
区
産
業
摂
興
館
三
階
公
会
堂
(

区
役
所
隣
り
)

映
画
-
「椿
三
十
郎
」

(
入
場
無
料
)

■

消

火

器

の

お

し

売

り

に

ご

注

意

最
近
、消
防
署
の
職
員
と
称
し
て

消
火
器
を
売
り
歩
く
者
か
あ
り
ま
す

が
、
消
防
暑
で
は
、
い
っ
さ
い
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
も

し
、
不
毒
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

千
住
消
防
署雪

八
八
ニ
-
○
一
一
九

西
新
井
消
防
署

雪
(
{
六
-
四
}
(
七

街
頭
都
民
相
談
へ

ど
う
ぞ

九
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
～
三
時
　

北
千
住
駅
西
口
広
場

訂
正
八
月
二
十
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
、
無
料

健
康
診
断
の
千
住
管
内
の
日
程
で
、

十
五
日
(
金
)
は
。十
八
日
(
月
)

の
誤
り
で
す
。

下水道相談所開設…… 9月9日( 土) 午前10時～正午=区役所第二庁舎　午後1時30分～4時=綾瀬駅西口 N　200,
000


